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厚生常任委員会 

 

 平成２６年６月１１日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎里川宜志子      ○辻  善次      宮﨑 和彦 

     小林  誠       中川 靖広      坂口  徹 

     中西 議長 

 

２．欠席委員 

     紀  良治 

 

３．理事者出席者 

町     長  小城 利重    副 町 長  池田  

総 務 部 長  乾  善亮    住民生活部長  植村 俊彦 

福 祉 課 長  本庄 徳光    同 課 長 補 佐         中原  潤 

同 課 長 補 佐         安藤 容子    国保医療課長  山﨑 善之 

同 課 長 補 佐         田口 昌孝    健康対策課長  西梶 浩司 

同 課 長 補 佐  北  典子    環境対策課長         栗本 公生 

同 課 長 補 佐         福田 善行    住 民 課 長  岡村ひとみ 

同 課 長 補 佐         鎌田 裕之 

 

４．会議の書記 

     議会事務局長         寺田 良信    同  係  長         大塚 美季 

 

５．審査事項 

     別紙の通り 
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国保医療

課長 

開会（午前９時００分） 

署名委員 小林委員、中川委員 

 

皆さんおはようございます。 

定刻になりましたので、ただいまより厚生常任委員会を開会し、本日

の会議を開きます。なお、紀議員から欠席の通告を受けております。ご

了解ください。 

初めに、町長のご挨拶をお受けいたします。 小城町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

最初に本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

署名委員に、小林委員、中川委員のお二人を指名いたします。両委員

にはよろしくお願いいたします。 

本日の審査案件は、お手元に配布しておりますとおりでございます。 

初めに、１．付託議案について議題といたします。（１）議案第１９

号 斑鳩町精神障害者医療費助成条例についてを議題といたします。 

なお、各課報告事項の（１）斑鳩町精神障害者医療費助成条例施行規

則がございます。これにつきましては、本条例と関連するものであると

いうことでございますので、合わせて説明を受けることといたします。 

それでは、理事者の説明を求めます。 山﨑国保医療課長。 

       

それでは、議案第１９号 斑鳩町精神障害者医療費助成条例について

ご説明申しあげます。 

まず初めに、議案書を朗読させていただきます。 

 

  （ 議案書朗読 ） 

 

本条例は、本年１０月１日より施行となります、県事業の精神障害者

医療費助成事業が拡充されることに伴い、本町においても助成制度を拡
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充させるために条例を制定しようというものでございます。 

最初に、事業の内容についてご説明申しあげます。資料１の表１をご

覧いただけますでしょうか。左側が現行の制度で、対象者は自立支援医

療受給者で、対象となる受診の範囲は精神の通院のみとなっており、入

院は助成対象外となっておりました。しかし、本年１０月の診療・入院

分より、右側の表で記載しておりますように、精神障害者保健福祉手帳

１・２級所持者については、全診療科の入院・通院が対象となります。 

一方、自立支援医療受給者や精神障害者保健福祉手帳３級と判定され

た人は、従来どおり精神の通院のみが対象となっております。したがい

まして、対象となる人におきましては、まず、精神障害者保健福祉手帳

を取得していただく必要がございます。 

また、所得制限については、表２で整理しておりますように、精神障

害者保健福祉手帳１・２級所持者及び自立支援医療受給者等について旧

国民年金法施行令に定める老齢福祉年金の支給の制限額を超えないこと

となっております。 

さらに、助成金の支給方法についても通常償還方式から自動償還方式

への移行を行う予定で、現在、県において医師会、国保連等の関係機関

と協議が進められているところでございます。また、県下の各市町村の

本事業への取り組み状況でございますが、市においては１０月１日から

の実施は困難な状況であり、条例等の整備においても９月議会に上程予

定の町村が多いとの情報を得ているところでございます。 

以上が拡充される制度の内容でございます。 

なお、住民皆さまへの周知は、８月あるいは９月の広報にて周知を行

ってまいりたいと考えております。 

次に、斑鳩町精神障害者医療費助成条例についてご説明申しあげます。 

恐れ入りますが、条例要旨をご覧いただけますでしょうか。 

まず、第２条関係の助成対象者でございます。助成対象者は、斑鳩町

に住所を有し、国民健康保険、後期高齢者医療制度の被保険者及び社会

保険各法による被保険者で、１級または２級の精神障害者保健福祉手帳

の交付を受けている者または精神通院医療の公費負担を受けている者と



 - 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規定をいたしております。 

次に、第３条関係の所得制限でございます。本人及び扶養義務者の所

得額が制限額を上回る場合は助成しないと規定しております。 

次に、第４条関係の助成の範囲でございます。精神障害者保健福祉手

帳１級または２級の交付を受けている者は、全ての入院及び通院に係る

医療費、それ以外の者は、精神通院の医療費に助成する規定といたして

おります。 

次に、第６条から第９条関係につきましては、届出の義務、損害賠償

との調整及び助成金の返還等について規定をいたしております。 

最後に、本条例の施行期日でございますが、平成２６年１０月１日で

ございます。 

以上が、精神障害者医療費の助成事業の拡充内容及び同事業の実施に

伴います条例の内容でございます。 

失礼しました。第２条関係の中で、対象となる者の中で、被扶養者が

抜けておりましたので、追加させていただきます。 

引き続き、斑鳩町精神障害者医療費助成条例施行規則についてご説明

申しあげます。 

恐れ入りますが資料３をご覧いただけますでしょうか。 

本規則は、先にご説明申しあげました斑鳩町精神障害者医療費助成条

例の施行に関し必要となる事項を定めております。 

資料の最終ページをお開き願いますでしょうか。施行規則の要旨に基

づきご説明申しあげます。 

まず、第３条の証明書の交付申請においては、証明書の交付を受けよ

うとする者は、申請書に精神障害者保健福祉手帳、前年又は前前年の所

得を明らかにする書類及び加入する医療保険の被保険者証等を添えて申

請しなければならないと規定をいたしております。 

次に、第４条の証明書の交付では、条例に定める要件に該当すると認

める場合は、受給資格者証を交付し、要件に該当しない場合は、申請却

下通知書を交付することにしております。 

また、第５条から第８条におきましては、助成金の支給方法、資格証
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の更新、再発効及び届出に必要な事項等についてそれぞれ規定しており

ます。 

施行日は平成２６年１０月１日でございます。以上でございます。 

 

ただいま説明が終わりましたので、質疑をお受けいたしたいと思いま

す。 辻委員。 

 

今説明の中で、市は９月議会ということで言われてます。これ県下統

一やから、大体６月議会で普通はされると思うが、斑鳩町はすぐされる

のは結構ですけども、県下の状況で、今、６月議会で上程されるのは、

多分斑鳩ともう１町村だと聞いてますけども、その辺の情報。 

 

小城町長。 

 

市長会としても１０月は無理という判断されまして、各市がそういう

ことで、統一しようということでなっています。町村はこの間の役員会

では、これはおのおのに任すということですから、その中でも斑鳩町は

１０月から施行させていただくということを申しあげたら、上牧町あた

りはとても無理だということでございましたから、大体無理なところは

無理だと思います。これは１月２０何日ぐらいにですね、県がやると、

そこで市長会なり町村会もそんな年度始まる２６年度の前にね、そんな

こと言われたら、我々市町村はそれに対応できませんよと、でもまあ２

７年度の４月からやるんだったら別ですよと、そやけど２６年の１０月

からって県は言いますから、そんなこと考えたら、６月議会で、これ職

員も精一杯私はやっていると思います。だからそのような関係でですね、

残業も多いからということで言われますけども、そりゃそうせざるを得

ないんです。やっぱり１０月にやっていかんと、何言われたかて、我々

としたら職員も努力しながら、斑鳩町としては１０月１日からやろうと

いうことで決めてますんで、そういう点では他の町村では今、辻委員の

おっっしゃるように１町ぐらいはされるかもわかりませんけど、なかな
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か６月議会も今やってはる、大体開会して２日ほどで閉会というのは多

いですから、そういう状況を見たら精神障害の関係等については、なか

なかできないと思っております。 

 

いろいろ努力してもうて、県下でも率先してもらうっていうのは大変

ありがたいし、町長も障害者福祉とかいろいろ力入れてもらって、感謝

させていただいております。 

それともう１点、自動償還払いで努力するというような感じですけど

も、１０月施行でこれは、なるかならへんか別として、一応そういうふ

うになる見込みやということで考えてええのか、なるということで考え

たらいいのか、その辺のこと。 

 

県の説明では１０月に間に合わせるということ、返事いただいており

ますので、問題はないというふうに考えております。 

 

その辺の手続き、その辺の対象者の周知の仕方、またよろしくお願い

したいと思います。以上です。 

 

ほかに、委員皆さまのほうで何か質疑ございますでしょうか。 

中川委員。 

 

対象者になられる方って何名ぐらいおられるんでしょうか。 

 

１４５名分を見込んでおります。 

 

ほかに、委員皆さんのほうで何かございますでしょうか。 

よろしいですか。 

 

（ な  し ） 
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これにつきましては、非常に町も努力をしていただきまして、私の情

報では斑鳩町と山添村だけがこの６月議会に提出し、こういう条例制定

していくと、１０月に間に合わせると、それは住民さんにとっては、県

が１０月から助成しようとしているのに間に合わせるという、この町の

姿勢については非常に高く評価をさせていただきたいというふうに思っ

ております。 

それでは、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決

することにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって議案第１９号については、当委員会とし

て満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、付託議案の２点目、陳情第３号 子どもの医療費助成制度を通

院も中学卒業まで拡充し窓口無料とすることを県に求める意見書提出の

要望についてを議題といたします。事務局長の説明を求めます。 

寺田議会事務局長。 

 

それでは、陳情第３号 子どもの医療費助成制度を通院も中学卒業ま

で拡充し窓口無料とすることを県に求める意見書提出の要望について、

ご説明をさせていただきます。 

まず、陳情文書表を朗読させていただきます。 

 

  （ 陳情文書表朗読 ） 

 

２枚目に要旨をつけておりますが、要旨の朗読につきましては、省略

をさせていただきます。 

陳情の趣旨は、要望項目として書かれておりますように、子ども医療

費助成を通院も中学卒業まで助成を拡大すること。そして２点目は、窓
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口無料の制度とすること。そして３点目は、医療費助成制度を国の制度

とすることを県に求める意見書の提出を要望されているものでございま

す。 

以上、簡単ですが、ご説明とさせていただきます。 

 

説明が終わりましたので、委員皆さんのご意見や質疑などがございま

したらお受けいたします。いかがでしょうか。 辻委員。 

 

この陳情書の内容に対して、１２月か３月議会で一般質問もあったと

思いますけども、その中で、これは県に要望ということでありますけど

も、窓口無料っていう制度を利用した場合、町が３００万ちょっとペナ

ルティかかると、そして県が全体として３億程度かかると答弁されてま

すけども、その辺の関連を含めながら、その意見書に要望に対して町の

考え方っていうのを言ってもらえると、その辺。 

 

山﨑国保医療課長。 

 

委員おっしゃいますように、ペナルティを課されるということでござ

います。この分を県が責任を持って補填していただくということである

のなら、それはそれで問題はないということでございます。 

 

県が被ってくれるということであれば、県が全町をしようと思ったら、

３億程度かかるということで答弁されているのかな、答弁されているよ

うですけども、県の負担も、負担されることで町村にしわ寄せがくるよ

うな気もしますけど、またそれはそれで３点目で、この内容もいろいろ

精査せないかんと思いますけども、国がペナルティなくすというような

要望もしていくべきではないかという考えは持っていますけども、皆さ

んの意見を聞きながら委員会としてまとめてもらうほうがいいのかなと

いうような、このままではちょっと町村にペナルティかかるような感じ

もしますので、その辺も含めてちょっといろいろ協議をしていただきた
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いと思います。 

 

ほかに、委員皆さんのほうで質疑なりご意見なりあったらお受けいた

しますが。あくまでも県に対して要望するということですけれども。 

小林委員。 

 

私も辻委員がおっしゃったようにですね、県が国に対して国がやっぱ

り統一的な医療制度にするべきかなと思いますので、意見書を提出する

ことに対しては反対はいたしません。 

町のほうにちょっとお聞きしたいのはですね、一般的にですね、こう

いう現物給付になるとですね、どうしてもコンビニ受診というふうに象

徴されるようなモラルハザードが起こってしまうという懸念がある、そ

ういうふうに、この前の一般質問でも国が心配しているから、なかなか

そういうふうな制度にはならないというふうに答弁されていましたけど

も、斑鳩町のほうで無料化されたときにですね、そういう啓発活動的な

チラシというか、注意喚起っていうのをしていただいたのかなという確

認とですね、そういうことも定期的に斑鳩町としてやっぱりコンビニ受

診みたいな感じはやめてくださいね、自分たちの保険料にもかかってき

ますみたいな感じで注意喚起してるのか、町のほうの答弁をいただきた

いと思います。 

 

受診抑制するようなね、形で町も言いにくいし、でもまあその辺はど

ういうふうに考えておられるかっていうことについては、どうしようか、

課長、いける。 山﨑国保医療課長。 

 

大した病気でもないのに頻繁に病院に行かれるということにつきまし

ては、国保全体の医療費の高騰を招いておりますので、これはこれで機

会あるごとに広報なり注意喚起を、啓発を行っておると。今後もまたそ

ういった形で医療費抑制に対して啓発活動を行ってまいりたいというふ

うに考えております。 
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なかなかどこまでね、啓発していくのかは本当に難しいところだなと

は思うんですけれども、やっぱり窓口が無料化になったらやっぱり行き

やすい方は特に行かれるようになるかもしれません。そうなってきまし

たら、医療サービスの窓口、ちょっと質問変わるんですけどもね、医療

窓口のサービスがですね、無料化になってくると、なかなか行きにくい

人たちっていうのが現れるのかな、やっぱり仕事の関係もあるでしょう

し、もしかしたら育児放棄っていうネグレクト関係もあるかもしれませ

んけど、先進事例としてそういう病院にかかる、医療へのアクセスの公

平化っていう何か先進的な事例ってあるんですかね。ちょっと教えてい

ただきたいなって、ふとこれに関して思ったんですけれども。 

 

小城町長。 

 

現状はやっぱり赤ちゃんが産まれて、そういう点についてはちょっと

何かあったら病院に行かれます。これは当然のことであります。親にと

ったら不安ですから。だけどそういうことが医療費抑制っていう問題が

どうなっていくのかと。そんなん抑制できません。現実に恐らく医療費

は４０兆円超えてきます。今後明らかにそうなってきます。もうそれだ

け医療関係等が、今後の対応するとか言ってますけども、やっぱりそう

いう点では今、赤ちゃんが産まれてきて、そういう方々がちょっとでも

あったらすぐ病院へ行かれるということで、それは私はええと思います。

そういう努力はしていかなかったらいかん。ただ、我々の年代になって

きますと、しんどくてももうそんなん行かんとくと言うたらもうそれま

で、検診は受けないと言うたらもう検診は受けないということですけど

も、やっぱり病気になったらもう必ず一病息災ですから、必ず医者へ通

ていくというのも現状ですから、やっぱり小林委員もおっしゃるように、

抑制はこれは私はなかなか難しいんです。 

当然医者も、開業している医者もふえてくるわけですから、だからい

かに医者も、お客さんは来てもわんといかんですから、一番いい例がイ
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

ンフルエンザでもそうでしょ。開業してるところへ行ったら、３，５０

０円か３，０００円ぐらいですやんか。だけど広域でやったら４，５０

０円取るわけですやんか。そういうことになってくるわけです。そうい

うところが、やっぱり１つでも商売して１人でも多くのインフルエンザ

を打ちたいというのが医者の立場ですわね。それはもう当然のことだと

思います。やっぱりそういうことも踏まえて、病院でも建てる場合でも、

一次診療、二次診療、三次診療とこうなっていくわけですから。だから

三室病院は三次診療ですから、それで結局もう朝から開業で行かれる人

だったら、開業の医者は１次診療の人は怒らはるわけですから。 

そういうところも踏まえていろいろとこういう問題はなかなか簡単

に、まあ言うたらいける問題やないと思います。やっぱりしんどなった

ら子どもさんは医者にかかる。だから今、斑鳩町でも中学までの診療の

あれ、今、９千万から１億になっていくと思います。恐らくもう１億出

ると思います。それぐらいのペースで、できるだけ今は、中学校までは

子どもさんは病院にかかるとかそういうことが尐ないということで、い

ろいろとまあこういう施策をしてきたわけですけども、最近はどうもい

ろいろな悩みがあったりいろいろなことで医者にかかるリスクが多いと

思います。そういう点ではどういう判断をしたらいいのか、そこら難し

いところだと思います。 

 

 ほかに委員皆さんのほうで、何か質疑、ご意見ございますか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしたら、この意見書につきましては、ちょっと取りまとめをした

いと思いますので、暫時休憩とさせていただきます。 

 

  （ 午前 ９時２５分 休憩 ） 

  （ 午前 ９時４０分 再開 ） 
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環境対策

課長 

 

それでは、再開いたします。 

取りまとめができましたので、お諮りをさせていただきたいと思いま

す。 

休憩中に文案もお配りをさせていただきました。この文案どおり、本

陳情につきましては、当委員会として採択をし、お配りをさせていただ

きました意見書を提出をするということでよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、異議なしと認めます。 

よって、陳情第３号につきましては、当委員会として満場一致で採択

すべきものと決しました。 

この陳情第３号は採択いたしましたので、最終日に委員会発議として

意見書を県に提出したいというふうに、追加であげさせていただくよう

にさせていただきますので、その発議をすることにはご異議ございませ

んでしょうか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、当委員会の発議をもって意見書を県のほうへ提出をさせてい

ただきます。 

それでは、続きまして、２つ目の継続審査について議題といたします。 

その１、環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関することについ

てを議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 栗本環境対策課長。 

 

それでは、継続審査であります環境保全及びごみ減量化・資源化の推

進に関することにつきまして、ご説明をさせていただきます。 

今委員会におきましては、平成２５年度のごみ・資源物の処理状況等
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がまとまりましたので、そのご報告と、先般、５月３１日に開催をいた

しましたいかるがの里クリーンキャンペーンの開催状況につきまして、

ご報告をさせていただきます。 

まず、平成２５年度のごみ・資源物の処理状況につきまして、資料２

に基づきまして、ご報告をさせていただきます。 

資料２の１ページ、ごみ排出量の種類別・月別比較の家庭系廃棄物に

つきまして、３段目に記載をしております粗大ごみにつきましては、排

出量が９１．１２ｔと、平成２４年度と比較をいたしまして、量にして

約２０ｔ、２７％の増加となっておりますが、それ以外の可燃ごみ、不

燃ごみ、有害・危険なごみにつきましては、いずれも平成２４年度と比

較をいたしまして、減尐しているところであります。 

本年４月から消費税が増税されましたが、それを見越し、早目に大型

家具などを買い替えられた方が多かったことが、粗大ごみの排出量に尐

なからず影響を与えたのではないかと思慮しているところであります。 

家庭系廃棄物の総量といたしましては、約３，４００ｔと平成２４年

度と比較をいたしまして、量にして約１６０ｔ、４％減尐をしておりま

す。 

次に、２ページ、家庭系の資源物の排出量であります。 

１段目のビン類・缶類、３段目のその他プラスチック類、４段目の食

品トレイにつきましては、それぞれ平成２４年度から微減となっている

ところであります。 

一方、２段目のペットボトルは平成２４年度と比較をいたしまして微

増。そして、５段目の生ごみ、６段目の枝葉・草類は、平成２４年度か

ら大きく増加をしております。 

特に生ごみにつきましては、平成２４年度末時点で、モデル地区２９

自治会、２，６５８世帯にモデル家庭を１９８世帯加えました２，８５

６世帯でありましたが、平成２５年度末では、モデル地区で９自治会増

加の３８自治会、３，３８６世帯にモデル家庭２６４世帯を加えました

３，６５０世帯、町内全世帯の約３３％での生ごみの分別収集の取り組

みにまで増加をしております。 
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なお、今年度、平成２６年度では、５，０００世帯以上での生ごみ分

別の実施を目標に、現在、まだ実施をいただいていない自治会に対しま

して、モデル事業参画のご依頼をさせていただいているところでありま

す。 

このように、生ごみや枝葉・草類の増加もございまして、家庭系資源

物につきましては、約１，５４０ｔで、平成２４年度と比較をいたしま

して、量にして約９０ｔ、６％の増加となっておりますが、先ほど説明

をさせていただきました廃棄物を合わせました家庭系の全体では、約４，

９４０ｔの排出量で、平成２４年度と比較をいたしまして、量にして約

６０ｔの微減となっているところであります。 

次に、３ページ、事業系一般廃棄物につきましては、総量で約１，２

７０ｔの搬入量で、平成２４年度と比較をいたしまして、量にして約４

０ｔ、３％の減尐となっているところであります。 

また、４ページの公共施設では、総量で前年度とほぼ同量の約２００

ｔの搬入量で、家庭系、事業系、公共施設を合わせました総量では、約

６，４１０ｔの排出で、平成２４年度と比較をいたしまして、量にいた

しまして約１１０ｔ、２％の減尐となったところで、平成２５年度にお

きましても、依然、減尐傾向が続いている結果となりました。 

また、５ページでは、ごみ処理有料化前の平成１１年度から排出量が

どのような推移になっているのかをお示しをいたしました排出量の比較

表、また６ページでは、斑鳩町の状況が奈良県や国と比べてどうなって

いるのかを比較をしておりますので、後ほどご確認をいただければとい

うふうに思いますが、総括的には、当町は奈良県や国の平均よりも住民

１人１日あたりのごみ排出量は格段に尐なく、逆に資源化率は、奈良県

や国の平均よりも大幅に高い水準になっているところであります。 

特に、平成２５年度の資源化率につきましては、奈良県の平野部では、

初めて５０％を超えまして、住民や事業者の方が排出されたごみのうち、

半分は焼却したり、埋め立てたりせず、資源として再生利用していると

ころで、当町は、ごみの発生量が尐なく、発生しても単に燃やしたり、

埋め立てたりして処分する量が尐ないということで、当町のごみ処理方
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針でもあります「ごみを燃やさない、埋め立てないまち」の実現に、平

成２５年度におきましても、一歩前進したものと分析をしているところ

であります。 

平成２６年度におきましても、引き続き、生ごみ分別収集モデル世帯

の拡充を図るとともに、７月より小型家電の資源化処理を開始するなど、

さらに脱焼却・脱埋立ての実現に努めてまいりたいと考えておりまして、

当委員会にもその状況などを逐一、ご報告申しあげてまいります。 

次に、去る５月３１日に開催をいたしましたいかるがの里クリーンキ

ャンペーンの参加者等につきまして、ご報告をさせていただきます。 

当日の参加者数につきましては、この日に合わせまして地域の清掃活

動をされた自治会等も多くございまして、そういった自治会等から報告

いただきました参加者の方も含めまして、約３，１００人の方が５月３

１日に清掃活動を行っていただいたところであります。 

当日回収されましたごみは、可燃系で２２０ｋｇ、不燃系で７４０ｋ

ｇ、草類で９０ｋｇと、合わせまして１，０５０ｋｇとなっているとこ

ろであります。ちなみに、昨年度、平成２５年度は、参加者が約２，７

００人で、回収したごみの量が９７０ｋｇでありましたので、参加者の

増加に比例をいたしまして、回収されたごみの量も若干増加したところ

であります。 

あらかじめ決められたコースを清掃する方法から、居住する地域を中

心に、清掃したいところ、清掃する必要があるところを自由に選択して

いただく方法に変更し６回目の開催となりました。ますます地域に密着

した活動になってきたのではないかと考えているところであります。 

また、クリーンキャンペーン終了後、役場、東側駐車場で開催をいた

しましたごみ減量フェアにも、半日ではありますけれども、ごみ分別、

ごみ減量の必要性を考えていただくいい機会になったのではないかと考

えているところであります。当日、委員の皆さまも早朝からご参加いた

だきましたことにお礼を申しあげまして、継続審査であります環境保全

及びごみ減量化・資源化の推進に関することにつきましてのご説明とさ

せていただきます。以上です 
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はい、ご苦労さまです 

ただいま報告が終わりましたので､質疑、意見があればお受けしたいと

思います。何かございますでしょうか。 中川委員。 

 

生ごみを分別してもらう前は、生ごみも可燃ごみやったと思うねんけ

ど、結局せやからこの生ごみと可燃を足した分を差し引きすると、２３

年度と比較したら、５０ｔ程減っているだけなんかな。そういう計算し

たら合うてるのかな。多分３，２００ｔと３，１５０ｔぐらいになって

きよると思うねんけど。 

 

仮に生ごみと枝葉・草類を分別していなかった場合、この２，９００

ｔというのは大体３，３００ｔぐらいになるという計算になりますので、

住民の方に分別をしていただいて、その分可燃ごみが減って、資源とし

て再利用する生ごみ、枝葉がふえているということであります。 

 

ほかに何かございますでしょうか。ないですか。特にございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ただいまの報告で、驚きました。資源化率が２５年度で５０．４％っ

ていうのは、もう斑鳩町断トツなんですよね。奈良県なんて県では１３、

４％で１０年前からいっこも全然そんなん進んでないと、県レベルでは

ね。でも、町ではそういうふうにどんどん資源化に向かって頑張ってい

ただいているということについては、大変評価もしますし、それに住民

の皆さんがついてきていただけているということについてね、喜ばしい

と思います。ですから小型家電につきましても、新たにやっていく上で、

住民皆さまに啓発をして、またできるだけご協力いただけるような取り

組みをまたさらに進めていっていただいて、この驚異的な資源化率５０．

４というのは、町としては誇らしい数字だなというふうに思います。 
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 では、次に移らせていただきたいと思いますが、よろしいですね。 

 

   （ な  し ）  

 

それでは、以上で、継続審査については一定の説明を受けて審査をし

たということで終わらせていただきます｡ 

続きまして、３つ目の各課報告事項についてを議題といたします。 

そのうちのレジメにあります１につきましては、最初に済ませており

ますので、２つ目から続けさせていただきます。２点目の子ども・子育

て新制度に伴う保育所等の利用手続きの変更についてを議題といたしま

す。理事者の報告を求めます。 本庄福祉課長。 

 

それでは、各課報告事項の２つ目、子ども・子育て新制度に伴う保育

所等の利用手続きの変更につきましてご報告を申しあげます。 

保育所等の利用手続きにつきましては、例年８月に町立幼稚園、９月

から１０月にかけまして保育所の入園あるいは入所のお申し込みの受付

を行っているところでございます。今回、来年、平成２７年４月から子

ども・子育て新制度が始まることに伴いまして、これらの手続きが変更

となる予定となっておりまして、その変更点等についてご報告を申しあ

げます。現時点では、正式な関係省令等が出ておりませんので、資料の

表題につきましても現時点での案とさせていただいておりますので、ご

了承いただきますようお願いいたします。 

それでは、資料４によりご説明いたします。 

初めに、１の子ども・子育て支援新制度についてでございます。急速

な尐子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に対応し、子どもや

保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長できる

社会を目指して、平成２４年８月に、総称して子ども・子育て関連３法

といいますが、子ども・子育て支援法、認定こども園法の一部を改正す

る法律、関係法律の整備等に関する法律が成立いたしました。これらの

法律に基づき、平成２７年４月から子ども・子育て支援新制度が全国的
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にスタートする予定となっております。 

国が掲げております新制度の主なポイントでございます。１つ目とい

たしまして、質の高い幼児期の学校教育、保育の総合的な提供といたし

まして、幼稚園、保育所、小規模保育等の施設を利用する場合に、共通

の仕組みで利用するシステムの構築を目指す。２つ目の保育の量的拡

大・確保といたしまして、保育所、認定こども園等の整備を進めるとと

もに、小規模保育や家庭的保育など、多様な保育メニューを充実させて、

全国的に待機児童を解消することを目指す。３つ目として、地域の子ど

も・子育て支援の充実といたしまして、つどいの広場の充実など、地域

のニーズに応じた子育て支援を推進することを目指す。以上の３つが国

が掲げております新制度の主なポイントとなっております。 

本町といたしましても、町が主体となりまして地域の実情に合った子

育て支援を実現するため、現在、斑鳩町子ども・子育て支援事業計画の

策定作業を進めており、また、制度改正に当たりましては、今後、各市

町村でさまざまな条例等の整備をしていく必要がございますことから、

その準備作業を進めているところでございます。 

次に、２番目の新制度における認定制度についてでございます。子ど

も・子育て新制度では、保育所や幼稚園等を利用する際の手続きが変わ

り、幼稚園や保育所等の利用に当たりましては、教育・保育の必要性に

応じた支給認定を受けていただく必要がございます。 

まず、丸の１つ目、支給認定の種類でございます。支給認定は、表に

お示ししている３つの区分となっております。１号認定は、満３歳以上

の子どもさんで、教育、主に幼稚園を希望される場合となっております。

２号認定は、その対象として、満３歳以上で保護者の労働や疾病等によ

り、保育を必要とする子ども、また、３号認定は、満３歳未満で同じく

保護者の労働や疾病により、保育を必要とする子どもとなっております。

欄外の※印でございますけれども、幼稚園につきましては、新制度に移

行する園と、現行制度のまま継続する園がございまして、各園の判断で

どちらかを選択され、現行制度のまま継続する幼稚園を利用される場合

は、支給認定を受ける必要はございません。また、町内や近隣の私立幼
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稚園が新制度に移行されるかどうかにつきましては、各園ともまだ意向

を示されておらない状況となっております。 

それでは、裏面にお移りいただけますでしょうか。次に、②番の保育

の必要量に応じた区分についてでございます。先ほどの支給認定区分に

おいて、２号認定または３号認定を受ける方は、保育の必要量によって、

さらに保育標準時間または保育短時間に区分され、また、保育標準時間

と保育短時間では、利用できる時間が異なっております。保育標準時間

は、フルタイム就労を想定した利用時間で、保育所の開所時間である１

日１１時間まで、保育短時間は、パートタイム就労を想定した利用時間

となっておりまして、１日８時間までの利用となっております。また、

保育標準時間、保育短時間とも、利用時間を超えた場合は延長保育の扱

いとなってまいります。なお、国の基準では、保育標準時間、保育短時

間の保育料に尐し差が出るという予定というふうになっております。 

次に、③番目の利用手続きの流れでございます。（１）幼稚園を利用

する方につきましては、これまでと同様に各幼稚園に直接入園申込をし

ていただきます。また、入園内定後に、幼稚園を通じて支給認定の申請

を斑鳩町、こちらは教育委員会になりますけど、そちらに行っていただ

きまして、幼稚園をとおして認定証等を受け取っていただくこととなり

ます。続いて、（２）番、保育所を利用する方でございますけれども、

保育所を利用する方は、支給認定の申請と保育所の入所申請を同時に申

請していただきます。町、こちらは福祉課でございます。福祉課では、

申請を受理した後に認定の手続きを行いまして、認定証、あるいは要件

を満たさない場合には認定できなかった旨の書類等を保護者の方に交付

をいたします。その後、認定証を発行した保護者の方に対しまして、保

育所などの施設の利用調整業務を行ってまいります。この利用調整業務

についきましては欄外に※印でお示ししておりますが、新制度では、各

市町村において、認定申請書及び保育の必要性を確認する内容に基づい

て、利用申請者ごとの優先順位を選考基準により決定することとなって

おりまして、この優先順位の順に利用希望施設等への利用決定者の振り

分けを行ってまいります。 
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以上のとおり、支給認定申請書と入園申込書を同時に提出いただくと

いう点が、新たな制度によりまして保育所等の入園申込みにおいて保護

者の方にとって大きな変更となる点となっております。 

次に、３番目の、今後の広報等の予定でございます。子ども・子育て

新制度に伴いまして、支給認定を行うことにつきましては子ども・子育

て支援法、こちら第１９条でございますけれども、そちらに定められて

おりますが、申請等の手続きにつきましては、法に定められております

ものの、内閣府令で定める旨というふうになっておりまして、冒頭申し

あげましたとおり、現時点まで、この関係の内閣府令は出されていない

状況となっております。しかしながら、例年ですと８月には町立幼稚園

の入園申込み、９月から１０月には保育所の入所申込みの受付を行って

おりまして、その案内・周知とともに、新たな新制度に伴って、どのよ

うな変更があるのか、その変更点等について住民の皆さまにお知らせす

ることが望ましいと考えております。このため、本委員会でその内容に

ついてご報告をさせていただいた上で、８月号広報及び１０月号広報に

おきまして、記事を掲載して、住民周知を図ってまいりたいと考えてお

ります 

次に、資料の２枚目でございます。１号・２号・３号認定の区分イメ

ージといたしまして、ただいまご説明させていただきました保育の必要

性の認定および１号・２号・３号の認定区分のイメージをお示ししてお

ります。ご確認いただければと、このように思います。 

その下の、保育の必要性の認定にかかる事由でございます。２号・３

号の認定作業におきましては、保育の必要性があるかどうかを、新制度

での保育が必要な事由により認定を行う予定となっており、現行の保育

に欠ける事由を左側に、右側には、新制度における保育が必要な事由の

現段階での国の案をお示ししております。また、現行と新制度で異なる

事由には下線を付しておりますので、よろしくお願いいたします。現行

と新制度の異なる点についてご説明いたします。まず、現行では、保護

者以外の同居の親族についても、就労や病気等、保育できない理由が必

要でございますが、新制度では、その要件をはずし、同居の親族その他
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委員長 

 

 

中川委員 

 

 

の者が当該児童を保育することができる場合については、その優先度を

調整することが可能とされております。また、①では、現行、「昼間労

働することを常態としていること」となっておりますけれども、新制度

では、「１月において、４８時間から６４時間までの範囲内で市町村が

定める時間以上労働することを常態としていること」となっております。

②番、③番につきましては、表現は異なっておりますけれども、意味は

同じでございます。④番につきましては、現行では、「同居の親族を常

時介護していること」となっておりますが、新制度では、「同居または

長期入院等している親族の介護・看護」となっており、介護のほか、長

期入院や慢性疾患の看護も含まれることになっております。⑤番につき

ましては、表現は異なっておりますけれども、意味は「災害復旧」で同

じとなっております。また、⑥番から⑨番でございますけれども、こち

らは新制度で新しく設けられた要件となっております。⑥番、求職活動、

⑦番、保護者の就学、⑧番、虐待やＤＶのおそれがあること、⑨番、育

児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて、継続利用が必

要であること」となっております。 

以上、子ども・子育て新制度に伴う保育所等の利用手続きの変更につ

いて、現時点でのご報告とさせていただきますが、申請手続きや保育の

必要性の認定に係る事由の変更等につきましては、現在、その案は示さ

れておりますものの、まだ正式に改正はされておりません。町といたし

ましては、国の規則等が公布されましたら、速やかに町の条例・規則等

につきましても、改正を行ってまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願い申しあげます。以上でございます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があればお受けいたします。

いかがでしょうか。 中川委員。 

 

優先順位決めていって、最後に１人の枞って言うたらええのかな、が

残っていて、２人いてて、同じ家庭の状況の人やったらどないするの。

１人しか入れへんねんけど、同じ状態の人が２人いてるねん。こんなん
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中川委員 

 

 

委員長 

 

 

福祉課長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

副町長 

 

 

 

 

 

 

優先順位ってつけられるの。 

 

中川委員おっしゃっていただいております状況っていうのは、当然想

定されるところではございます。そういった場合には、個々に保護者の

方にそういう状況やというようなこともお伝えしながら、ほかの園でも

いいですよとなるものなのか、そこらあたりはご相談にはなるとは思い

ますけれども、個々にちょっと調整をさせていただくということで対応

していきたいというふうに思っております。 

 

ごめんな、想定ばっかりで。もうどちらの保護者の方もあわしかいら

んねんと、どっちもそっち行きたいて言わはったらどないするの。 

 

そういうケースも今までにもあったやろうけど、どない解決してはる

かっていうことですね。 本庄福祉課長。 

 

今までの話ですので、今後そういったケースが起きてきたときにどう

なるかは、ちょっと不明な点はございますけれども、今までは、先ほど

申しあげました保護者の方と十分相談する中で一定ご理解をいただい

て、待機ではなくどこかの園に入っていただいていると、これまでの現

状としてはそういう状態となっております。 

 

池田副町長。 

 

今までの状況ですけどね、質問者もご存じのように、例えば、園は特

定しませんけども、例えばもう当初、１０月末締切りであったとします

わね、１０月末で締め切った。その時点でもう、例えば一杯一杯やと、

それで若干オーバーしているという場合でしたら、今日まででしたら、

まあ定員の１．１５とか１．２倍まではまあまあとっていこうかという

ことでやっておりましたので。それ以降の申込みについてはもう一杯で

すよということで他の園に行っていただいたということで、今までは１
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副町長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

小林委員 

 

 

 

 

 

 

 

０月一杯までについてはそういう状態できていたと。それでどうしても、

例えばたつた一杯になりましたよと、何歳児。それでその、ついては、

今までたつたへ来ておられる人は当然もうたつたへ来ていただきますけ

ども、例えば新規でたつたという申込みがあるとしますよね、例えば３

歳児で、転入してきて。この方についてはもう、そういう状況でしたら

あわのほうへ、こういう状況ですのであわへ行ってください、こういう

ふうになっておりますので。そこらはもう柔軟に対処しておりますので。 

 

余計な答弁するさかいに。 

それは今の話やん。今度な、ちゃうやん、今度優先順位をつけるって

なったるからどう選ぶのっていうことやねやん。 

 

優先順位つけることになっておりますけども、それはもう、この子育

て関連法案でこういう言葉出てきましたけども、今まででも一緒なんで

す。今まででも一緒の扱いでやっておったわけです。例えば条例でこう

いう優先順位がありますよ、その中で真に保育に必要な人を優先的にと

りなさいよとなっておるんですわ、今まででも。それだけはもう変わっ

てないんですんで、その点については、お願いしたいと思います。 

 

よろしいですか。よろしいございますか。 

ほかに、委員の皆さんのほうで何か。 小林委員。 

 

保育の必要性の認定に係る事由のところでですね、旧のほうで昼間に

働くことを常態としているっていう文面からですね、新しいほうで、月

に４８時間から６４時間っていうふうに書いておられますけどね、旧の

保育の認定のところにですね、夜働くとマイナス１点ていう項目があっ

たと思うんですけども、保護者が申請される書類に。その１文について

はどう変わるんですかね。というのも、夜働くことによって申請書類の

中にマイナス１点の項目があるっていうのが、ちょっと僕、理解できな

かったんでずっと思っていたんですけどもね、新しい制度によってそれ
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福祉課長 

 

がどういうふうに変わるのかなというのを、ちょっと質問させていただ

きたいと。 

 

本庄福祉課長。 

 

新たな制度におきます認定に係る事由でございますけれども、新たな

新制度では、昼夜関係なくこの時間内であれば同じ点数になるというこ

とで、国のほうからは今現在案として示されております。 

 

昼夜関係なくということですので、そのマイナス１点の項目について

はなくなるという理解でいいんですよね。はい、ありがとうございます。 

 

よろしいですか。 

ほかに何かございますでしょうか。ないですか。 

 

  （ な  し ） 

 

ちょっと１点だけ私、教えてほしいんですが、この制度で今説明聞い

ていてどうすんねやろと思ったのは、例えば幼稚園とか保育園とかで幼

児教育の対象の年齢になって、まあ３歳、４歳、５歳ですね、これがも

う既に行っている状態の中で、次３歳から４歳になるとき、４歳から５

歳になるときの年度がかわるときに、これ、毎年この認定みたいなのは

せなあかんようになるんでしょうか。でも、今既に行ってはる方もこの

新制度に乗って途中からやってもらわなあかんていうのはわかります

が、途中、入ってから後ですね、毎年こんなことをせなあかんのかどう

かというのがちょっと気になっていたんですが、どうでしょう。 本庄

福祉課長。 

 

新たな制度でございますけれども、今委員長おっしゃられている、ご

質問いただきました部分については、正式な内閣府令等はまだ現在出さ
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れておりません。ただ、国で協議されている情報、ホームページで公開

されておりますけれども、その中では、認定は３年間有効ということで。

ただ、現況届いう形で所得等の確認は毎年していただくということで、

確認をしております。 

 

わかりました。 

ほかに、よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

ないようですので、続いて次に、３番目ですね、子育て支援活動状況

及びネグレクト等相談見守り状況について、理事者の報告を求めます。  

本庄福祉課長。 

 

それでは、子育て支援活動状況及びネグレクト等相談見守り状況につ

きまして、資料５によりご報告申しあげます。 

初めに、１番目の平成２５年度子育て支援活動についてでございます。

本町では、さまざまな子育て支援活動を実施することにより、子育て世

帯の孤立化を防ぐとともに、子育て相談の機会を設けることで、要保護

児童の早期発見や児童虐待の未然防止に努めており、平成２５年度にお

けるその実績等についてご報告をいたします。 

まず、地域子育て支援センターの事業として、つどいの広場でござい

ます。つどいの広場は、生き生きプラザ斑鳩の子育てルームにおいて、

乳幼児とその保護者のふれあいの場として、月曜日から金曜日と、第４

土曜日の午前９時から１２時、また、午後１時から４時まで開放をして

おります。日ごろは３歳までの乳幼児を対象としておりますが、第４土

曜日と、夏休み、冬休み、春休みの月曜日を除く長期休業中におきまし

ては、対象児童を小学校就学前までの児童としております。平成２５年

度は、年間開館日数２５５日に対しまして、児童６,７３９人、保護者５,

６１９人、計１２,３５８人が利用され、１日当たりの平均利用者数は約
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４８人となっております。 

次に、子育て支援講座では、大学の先生や中央こども家庭相談センタ

ー、あるいは町栄養士会等から講師をお招きするとともに、ベビーダン

スやミュージックケアなど親子で楽しめる催しも織りまぜながら、子育

て世代の方を対象とした講座を１２回開催いたしました。平成２５年度

では延べ４６５人の参加がございました。 

また、毎月第２水曜には臨床心理士による心理相談、第４水曜日には

子育て相談員による子育て相談を実施いたしました。平成２５年度の相

談件数は４０人となっております。 

次に、保育園における地域の子育て支援事業でございます。たつた・

あわ、各園２回ずつ、子育てに関するテーマで家庭支援講座を開きまし

た。参加者は、たつた保育園で１３８人、あわ保育園で１７２人となっ

ております。また、たつた保育園では毎月第１・第３水曜日に、あわ保

育園では第２・第４水曜日に園庭を開放し、地域の子育て中の保護者と

その子どもたちにご利用をいただいております。利用者数は、たつた保

育園で１４８人、あわ保育園で４４人となっております。たつた・あわ

両園の利用者数に大きな差がございますのは、園庭開放の一環として行

っております移動動物園を、平成２５年度においてはたつた保育園で開

催したことによるものでございます。 

次に、保健センターでは、生後４か月までの乳児の家庭を訪問し、子

育てに関する相談をお聞きする乳幼児家庭訪問事業、こんにちは赤ちゃ

ん事業でございますが、これを行っております。平成２５年度では２２

３人の訪問をしております。また、子育て教室を年２４回開催し、乳幼

児の子育て支援を行い、６２９人が参加されました。 

次に、療育教室でございます。心身の発達の気になる就学前までのお

子さんを対象に、毎週月曜日に生き生きプラザ斑鳩の療育ルームにおい

て療育教室を開催するとともに、指導員によるお子さんの発育相談も実

施しております。平成２５年度の在籍人数は３７人となっております。 

以上、さまざまな子育て支援のメニューを組み入れ、家庭での密室保

育を解消するための仲間づくりやグループづくりの場、また、子育て相
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委員長 

 

談の場を設け、要保護児童の早期発見や児童虐待の未然防止に努めたと

ころでございます。 

続きまして、２番目のネグレクト等相談見守り件数でございます。 

平成２５年度の斑鳩町のネグレクト等相談見守り件数、こちらは家庭

数でございますけれども、以前から継続して見守りを行っております８

件と、平成２５年度に新たに通告のあった３件、合計１１件となってお

りまして、その種別は、身体的虐待が３件、ネグレクトが８件となって

おります。ネグレクトとは、養育保護義務の怠慢でございまして、例え

ば、適切な衣食住の世話をしない、病気になっても病院へ連れていかな

いなどの家庭でございます。 

本町では、ネグレクト等、児童虐待対応のための体制整備といたしま

して、子どもの置かれた状況を見極め、それぞれの子どもや家庭に最も

効果的な援助を行うための情報交換、あるいは支援内容の協議を行う機

関といたしまして、斑鳩町要保護児童対策地域協議会を設置しておりま

す。協議会には、代表者会議、実務者会議、個別ケース会議を置いてお

りまして、子ども家庭相談センター、中和福祉事務所、郡山保健所、西

和警察署、また、町医師会や町歯科医師会、幼稚園・保育所・学校、町

行政など、各関係機関の連携・協力のもと、要保護児童対策に取り組み、

児童虐待の未然防止、早期発見、対応力の向上に努めているところでご

ざいます。また、平成２５年度からは、新たに児童虐待等防止補助員に

よる見守り活動も行っているところでございます。 

今後におきましても、町の関係部署や保育所、幼稚園、学校などの担

当者に対し、児童虐待の発見通告に関する周知徹底を図りますとともに、

各関係機関が連携して見守りを行うなど、児童虐待の早期発見に努める

ことにより、虐待の深刻化を防止してまいりたいと考えております。 

以上、子育て支援活動状況及びネグレクト等相談見守り状況について

のご報告とさせていただきます。よろしくお願い申しあげます。 

 

ただいま報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたし

ます。 中川委員。 
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中川委員 

 

 

福祉課長 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

福祉課長 

 

 

中川委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２番目のネグレクト等相談見守り件数で、３、４、３、３やねんけど、

これはずっと同じ家庭ということで。 

 

３件、４件、３件、３件というふうになっておりますけれども、同じ

家庭で継続的に見守りしている家庭もございますし、終結、解決をした、

改善されたということで終結した部分もございますので、入れ替え等も

中には含まれておりますので、ご理解お願いしたいと思います。 

 

これそれなら実際に身体的虐待やそのネグレクト、何でこんなネグレ

クトって言うのか知らんけど、これは実際にその保護者が行っているっ

ていうことでええのかな、この件数は。 

 

おっしゃいますとおり、学校等々からの通告によりましてそういった

状況であるということを確認させていただいた件数でございます。 

 

そうして見守りもしていただいているんですけど、各地では子どもさ

んが亡くなったりいろいろな事件があるんで、そこまで至らないように

また努力していただきたいと思います。 

 

そうですね。この１１件っていうのはつかめている１１件であって、

つかめていない部分がひょっとしてあるのかなと。そのつかめていない

ものをどう今後つかんでいくか、それが今委員がおっしゃったような事

件にならないようにしていくっていう重要なことですので、また、子ど

も・子育て会議の中などでもいろいろ話も出てくるかとは思うんですけ

れども、十分、どういう方策がとれるのかってことも、また、先進地な

どに学んで研究していただきたいと思います。 

ほかに、委員皆さんのほうで何かございますか。よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 
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委員長 

 

 

 

 

国保医療

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

辻委員 

 

 

国保医療

課長 

 

 

以上で終わらせていただきます。 

続きまして、４番目の議案第２１号 平成２６年度斑鳩町一般会計補

正予算（第２号）について、理事者の報告を求めます。 山﨑国保医療

課長。 

 

議案第２１号 平成２６年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）のう

ち、国保医療課の所管に係るものについてご説明申しあげます。 

今回の補正は、先ほどご説明申しあげました精神障害者医療費助成事

業の拡充に伴い、本町においても助成制度を拡充させるため、支給事務

に要する事務費及び扶助費等の補正をお願いするものでございます。 

補正予算書の予算に関する説明書７ページをお開き願えますでしょう

か。まず、歳入でございます。第１５款県支出金、第２項県補助金、第

２目民生費県補助金で、精神障害者医療費補助金を２４３万６千円増額

するものでございます。 

次に、９ページをお開き願えますでしょうか。歳出でございます。第

３款民生費、第１項社会福祉費、第５目医療対策費において、受給資格

証の印刷製本費で２万円、電算システムの変更委託料で２２６万８千円、

精神障害者医療費の助成金で５２９万６千円をそれぞれ増額するもので

ございます。以上でございます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

辻委員。 

 

県が半分もってくれるというのは、どの分、扶助費だけかな。その辺

ちょっとわかりにくいので。 

 

県、今のところ、この予算で計上。 

扶助費のほうにおいて県が半分もつということなんですが、町の持ち

出しの中では、いわゆる受給者の定額の負担分を町が一部肩代わりとい
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課長 
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委員長 
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部長 

 

 

 

 

 

 

 

うんですか、もっていますので、その分も含まれています。 

 

県がせっかく利用している、できたらこの電算のシステムとか、でき

たら県のほう、半分もってくれたら一番ええねやなというふうな気もし

ますけど、その辺も。 

 

この補正予算を編成した時点では、電算システムのほうの回答が得ら

れておりませんので、一応その分抜きで補正予算のほうを処置しており

ますが、その後、県のほうからシステムの改修について回答がございま

して、半分もつということで回答を得ています。 

 

一応これで結構ですので、よろしくお願いします。 

 

ほかにこの件について、何かございますか。ございませんか。 

 

  （ な  し ） 

 

それでは、この件につきましては終わらせていただきます。 

ほかに、理事者のほうから報告しておくことがございますか。 植村

住民生活部長。 

  

私からは、斑鳩町社会福祉協議会の災害ボランティアバスについてご

報告を申しあげたいと思います。 

東日本大震災が発生した平成２３年度から、被災されました大槌町の

支援といたしまして、社会福祉協議会が毎年災害ボランティアバス、今

年度は被災地支援ボランティアバスと銘打っておりますけれども、運行

しておりまして、今年度もこれを実施するものでございます。日程につ

きましては、８月７日の木曜日から８月１０日までの日曜日の３泊４日

を予定しております。活動内容につきましては、平成２３年度にも参加

をいたしましたけれども、菜の花を大槌川の河川敷に咲かせる事業、菜
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委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

宮﨑委員 

 

 

 

 

 

宮﨑委員 

 

委員長 

 

 

 

 

の花プロジェクトといいますけれども、その河川敷等の除草等、整地活

動を予定しているものでございます。 

以上、社会福祉協議会が行います災害ボランティアバスについてのご

報告といたします。 

  

その他の報告は以上でよろしいですか。 

ただいまその他の報告として社協の災害ボランティアバスの報告がご

ざいましたが、これについては何かございますか。特に質疑ございませ

んか。 

 

  （ な  し ） 

 

特にないようですので、以上をもちまして各課報告事項につきまして

は終了とさせていただきます。 

続きまして、４番目のその他について、各委員より質疑などがござい

ましたらお受けいたしますが、いかがでしょうか。 宮﨑委員。 

 

すみません、ちょっと１つだけお聞きしたいんですけど、保育所のね、

給食の食材なんですけど、搬入されているところ、ちょっと教えていた

だけますか。 

 

  （「何か言うたらな。肉とか野菜とか」と呼ぶ者あり） 

 

野菜とかそういう。 

 

食材などの確保をどのようにしているかということだと。 

 

（「私が聞いているのは、青果組合となんかもうひとつあるとい

うことで聞いているんですけど」と呼ぶ者あり） 
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

どんなふうに食材を仕入れているかということですけれども。 

暫時休憩します。 

 

  （ 午前１０時３２分 休憩 ） 

  （ 午前１０時４０分 再開 ） 

 

再開いたします。 

休憩前に質疑のあった点について、その後、調査をしていただきまし

た。答弁のほう、よろしくお願いします。 本庄福祉課長。 

 

今ご質問いただきました、青果組合のほかの搬入、仕入先でございま

すけれども、奈良日果さんのほうで搬入をいたしております。内容につ

きましては、食育で利用するような、青果組合では入らないようなもの

について奈良日果さんのほうに発注をしているという状況となっており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

よろしいございますか。よろしいですか。 

 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

 

ほかにその他について、委員皆さんのほうで何かございますか。よろ

しいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

ないようですので、その他についても終わらせていただきます。 

それでは続いて、継続審査案件についてお諮りをさせていただきます。 

お手元に配布しております閉会中の継続審査申出書のとおり、当委員

会として引き続き調査を要するものとして、このように決定することに

ご異議ございませんか。 
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町 長 

 

委員長 

 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう

よろしくお計らいをお願いいたします。 

それでは、これをもって本日の案件については全て終了いたしました。 

なお、本日の委員会報告のまとめにつきましては、正副委員長にご一

任いただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会に当たりまして町長のご挨拶をお受けいたします。 

 

  （ 町長挨拶 ） 

 

それでは、これをもちまして厚生常任委員会を閉会とさせていただき

ます。 

皆さまどうもご苦労さまでございました。 

 

                 （ 午前１０時４４分 閉会 ） 

 


